
浄
土
へ
の
道
、
信
仰
者
の
道
と
し
て
提
示
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
と
結

ん
で
い
る
。

こ
の
様
に
、
信
あ
る
い
は
信
解
と
訳
さ
れ
る
酔
い
呂
冨
》
且
冨
日
屋
‐

汽
昼
ゞ
胃
陽
画
目
の
三
語
に
つ
い
て
、
広
い
範
囲
に
そ
の
概
念
を
求
め
、

仰
「
仏
教
文
化
研
究
所
」
発
足

昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
、
本
研
究
所
が
発
足
し
た
。
そ
の
目
的
は

「
仏
教
学
・
日
蓮
教
学
・
日
蓮
教
団
及
び
人
文
科
学
等
に
関
す
る
調
査

研
究
を
行
い
、
学
術
の
進
歩
発
展
に
寄
与
す
る
」
（
研
究
所
規
定
三
条
）

と
し
て
い
る
。
当
面
そ
の
事
業
と
し
て
は
、
①
学
内
研
究
会
の
開
催
と

充
実
。
②
機
関
誌
「
棲
神
」
の
刊
行
。
③
宗
祖
七
百
遠
忌
記
念
「
身
延

山
年
表
」
の
作
成
と
刊
行
。
④
学
外
の
各
種
学
術
研
究
大
会
に
菰
極
的

参
加
。
⑤
公
開
文
化
講
演
会
の
開
催
。
⑥
日
蓮
宗
（
委
託
）
普
通
諭
習

（
五
月
・
九
月
）
開
設
。
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
研
究
所

初
代
所
長
に
は
、
町
田
是
正
教
授
（
中
国
法
制
史
並
に
中
世
日
本
仏
教

思
想
史
）
が
選
任
さ
れ
、
主
任
に
中
条
暁
秀
講
師
（
日
蓮
教
学
並
祖
脅

学
）
・
奥
野
本
洋
講
師
（
天
台
学
並
に
日
蓮
教
学
）
の
二
人
が
委
嘱
さ

れ
た
。

◇
学
園
彙
報
（
昭
和
五
十
五
年
度
）

法
華
経
で
使
用
さ
れ
て
い
る
例
を
挙
げ
法
華
経
が
述
べ
よ
う
と
し
て
い
る

信
お
よ
び
信
解
を
的
確
に
捉
え
て
い
る
好
著
書
と
い
え
る
。

Ａ
５
版
四
○
九
頁

価
九
、
五
○
○
円

⑥
学
内
研
究
発
表
会
の
開
催
。

⑨
望
月
海
淑
教
授
・
「
法
華
経
に
お
け
る
信
の
研
究
序

説
」
（
東
京
・
山
喜
房
仏
書
林
）
の
出
版
。

本
学
に
所
属
す
る
先
生
方
に
よ
る
当
研
究
会
は
満
五
年
を
数
え
る
。
殊

に
本
年
度
は
、
同
窓
会
々
長
・
灘
上
恵
教
師
に
依
っ
て
研
究
奨
励
基
金

も
設
立
さ
れ
、
研
究
会
の
充
実
と
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
本
年
度

の
発
表
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

本
書
は
望
月
教
授
二
十
有
年
に
亘
る
法
華
経
研
究
の
一
大
成
果
で
あ

る
。
梵
文
法
華
経
・
正
法
華
経
（
竺
法
護
訳
）
・
妙
法
蓮
華
経
（
羅
什

訳
）
・
添
品
妙
法
蓮
華
経
（
共
笈
多
訳
）
の
比
較
研
究
を
通
し
て
、
法

華
経
の
意
味
を
問
い
統
け
た
結
晶
で
あ
る
。
殊
に
「
信
」
に
視
点
を
据

え
て
成
果
を
学
界
に
問
わ
れ
た
大
著
で
あ
る
。
そ
の
内
容
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
望
月
海
英
識
師
に
依
る
書
評
（
本
誌
掲
戦
）
を
参
照
さ
れ
た

い
。
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◇
第
三
十
八
回
（
六
月
二
十
三
日
）

七
面
明
神
の
「
本
地
」
に
つ
い
て

講
師
奥
野
本
洋

本
地
と
は
何
か
、
従
来
、
身
延
山
に
於
け
る
論
及
は
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て

き
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
㈹
成
立
年
次
、
㈲
鬼
子
母
神
・
十
羅
刹
女
信

仰
と
の
関
連
性
、
”
天
照
太
神
並
に
巨
石
信
仰
と
の
関
連
な
ど
、
興
味

あ
る
内
容
で
あ
っ
た
。
斯
る
民
俗
信
仰
の
一
三
ア
ン
ス
濃
い
問
題
は
、

科
学
的
信
懸
性
、
理
論
の
組
象
立
て
方
な
ど
で
議
論
の
多
い
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
将
来
に
そ
の
研
究
成
果
を
ま
ち
た
い
。

◇
第
三
十
九
回
（
九
月
二
十
四
日
）

言
語
と
原
色
・
言
語
の
変
化
教
授
大
森
孝

◇
第
三
十
七
回
（
五
月
十
九
日
）

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
変
遷
と
イ
ス
ラ
ム
の
成
立

教
授
高
橋
尭
昭

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
変
遷
を
歴
史
的
背
景
に
据
え
、
そ
の
中
か
ら
成
立
し

て
い
っ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
の
成
立
諸
条
件
を
、
社
会
的
、
政
治
的
、
遊
牧

民
の
伝
統
、
慣
習
な
ど
多
角
的
分
野
か
ら
論
究
さ
れ
た
。
高
橋
教
授
は

イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
・
中
近
東
・
更
に
は
西
域
辺
境
の
地
に
も
探
査

の
歩
を
進
め
る
こ
と
十
数
回
、
そ
の
実
縦
と
豊
富
な
資
料
を
駆
使
し
た

論
で
あ
り
稗
益
さ
れ
る
所
が
多
か
っ
た
。
。

◇
第
四
十
回
（
十
一
月
五
日
）

ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
宗
教
事
情
視
察
報
告

教
授
長
谷
川
義
浩

六
月
十
七
日
よ
り
七
月
四
日
ま
で
、
モ
ス
ク
ワ
・
し
》
一
ソ
グ
ラ
ー
ド
・

モ
ン
ゴ
ル
各
地
の
宗
教
事
情
探
訪
の
報
告
、
所
謂
、
赤
い
国
々
の
状
況

報
告
で
あ
っ
た
が
、
既
に
相
手
側
の
用
意
し
て
い
た
資
料
・
限
ら
れ
た

地
域
の
探
訪
、
短
期
日
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
赤
い
国
家
の
本
音

を
問
い
た
だ
す
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
然
し
、
長
谷
川
先
生
に
よ

っ
て
、
そ
の
ヴ
ェ
ー
ル
が
少
し
は
が
さ
れ
た
の
は
収
穫
と
云
え
よ
う
。

「
色
」
に
拳
る
人
間
意
識
の
譲
成
と
言
語
の
変
化
に
つ
い
て
の
興
味
あ

る
発
表
で
あ
っ
た
。
実
例
を
提
示
し
、
海
外
で
の
研
究
状
況
を
紹
介
し

て
、
言
語
の
意
味
は
コ
ト
バ
の
変
化
と
経
緯
を
知
る
だ
け
で
は
不
充
分

と
な
し
、
「
色
」
（
意
味
・
内
容
・
慣
習
・
文
化
と
の
関
連
）
の
意
味

を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

◇
第
四
十
一
回
（
十
二
月
九
日
）

四
山
四
河
（
川
）
に
つ
い
て
教
授
上
田
本
昌

夙
に
四
山
四
河
に
関
す
る
論
著
は
多
い
が
、
上
田
教
授
は
そ
れ
ら
を
整

理
さ
れ
た
う
え
で
、
宗
祖
の
御
文
書
に
象
ら
れ
る
四
山
四
河
の
状
況
、

位
置
な
ど
の
描
写
が
極
め
て
文
学
的
修
飾
・
形
容
詞
句
を
も
っ
て
綴
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
た
。
身
延
山
描
写
の
御
文
書
が
迫
害
多
難
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◇
第
四
十
二
回
（
五
十
六
年
一
月
十
日
）

立
正
観
抄
・
同
送
状
ｌ
身
延
日
進
写
本
を

め
ぐ
っ
て
ｌ

講
師
中
条
暁
秀

「
立
正
観
紗
」
（
文
永
十
一
年
甲
戌
）
「
立
正
観
紗
送
状
」
（
文
永
十

二
年
二
月
二
十
八
日
・
最
蓮
房
宛
・
身
延
三
世
日
進
写
本
・
現
身
延
山

蔵
）
の
二
番
に
対
す
る
透
徹
し
た
論
の
展
開
。
従
来
の
研
究
成
果
を
踏

ま
え
つ
つ
股
蓮
房
関
係
醤
十
二
筋
中
、
俄
か
に
残
る
日
進
古
写
本
に
注

目
し
て
、
同
紗
に
引
用
さ
れ
て
い
る
経
論
典
籍
の
分
析
、
日
進
の
学
的

傾
向
に
肉
迫
し
た
。
身
延
山
草
創
期
の
解
明
、
窪
誌
学
的
立
場
か
ら
幾

つ
か
の
教
示
を
う
け
る
も
の
が
あ
っ
た
。

◇
第
四
十
三
回
（
二
月
二
日
）

甲
斐
河
内
領
・
穴
山
氏
の
支
配
構
造
に

つ
い
て

教
授
町
田
是
正

甲
斐
源
氏
・
武
田
氏
の
一
門
、
穴
山
氏
の
支
配
椛
造
に
つ
い
て
．
南
松

院
（
身
延
町
下
山
）
・
円
蔵
院
（
南
部
町
南
部
）
・
各
旧
家
に
伝
わ
る

古
文
醤
を
通
し
て
、
④
「
武
田
穴
山
」
の
意
識
が
誇
示
さ
れ
た
こ
と
。

の
緊
迫
下
の
も
の
で
は
な
く
、
霊
山
浄
土
に
も
比
し
た
身
延
山
に
お
け

る
筆
に
な
る
こ
と
に
留
意
し
て
御
文
書
を
拝
読
し
て
ほ
し
い
と
。
異
色

の
身
延
山
論
で
あ
っ
た
。

＠
武
田
本
家
の
支
配
と
穴
山
氏
の
再
支
配
と
い
う
河
内
領
の
二
重
支
配

構
造
。
⑧
穴
山
氏
の
領
地
支
配
確
立
の
経
過
（
在
地
小
武
士
掌
握
形
態

か
ら
一
括
農
民
支
配
へ
）
・
＠
墳
寺
の
創
建
と
寺
領
確
保
な
ど
に
論
及

し
た
。
か
か
る
河
内
領
内
に
あ
っ
て
治
外
法
梅
的
立
場
を
得
て
い
た
身

延
山
久
遠
寺
と
、
穴
山
氏
と
の
関
係
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

こ
の
問
題
は
後
日
に
ゆ
ず
ら
れ
た
。

③
公
開
文
化
講
演
会
の
開
催

日
時
…
昭
和
五
十
六
年
二
月
四
日
、
場
所
…
身
延
山
短
期
大
学
。

講
師
…
山
梨
大
学
教
授
・
伊
藤
壮
先
生
、
演
題
…
山
梨
県
の
産
業
経

済
ｌ
峡
南
の
未
来
１

本
学
で
は
毎
年
、
斯
界
の
権
威
者
を
招
聰
し
て
公
開
文
化
講
演
会
を
開

い
て
、
単
に
学
内
に
と
ど
ま
ら
ず
広
く
地
域
住
民
の
啓
発
に
も
努
め
て

き
た
。
本
年
は
今
、
地
元
峡
南
（
身
延
町
を
含
め
て
）
地
域
が
か
か
え

て
い
る
④
人
口
の
過
疎
化
、
＠
急
速
に
進
む
高
令
化
、
の
問
題
に
つ
い

て
山
梨
県
の
産
業
経
済
の
構
造
の
う
え
か
ら
示
唆
に
と
む
問
題
提
起
を

し
て
い
た
だ
き
、
理
解
と
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

㈲
「
灘
上
研
究
奨
励
基
金
」
の
設
置

同
窓
会
々
長
灘
上
恵
教
師
（
横
浜
市
善
行
寺
）
に
は
、
本
学
の
学
内
研

究
会
の
開
催
を
佳
と
さ
れ
て
、
金
百
五
拾
万
円
の
資
金
を
寄
せ
ら
れ

た
。
本
学
教
授
会
に
於
て
師
の
芳
志
を
意
義
あ
ら
し
め
る
た
め
「
灘
上

研
究
奨
励
基
金
」
と
し
て
こ
れ
を
設
け
、
そ
の
基
金
を
活
用
し
て
研
究

会
の
充
実
を
は
か
る
こ
と
に
し
た
。
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㈲
吉
田
鳳
祥
師
の
特
志

吉
田
鳳
祥
師
（
名
古
屋
市
真
柳
寺
前
住
）
に
は
、
短
大
図
書
館
の
充
実

資
金
と
し
て
金
弐
拾
五
万
円
、
同
窓
会
本
部
活
動
資
金
と
し
て
金
拾
万

円
を
寄
せ
ら
れ
た
。
宗
門
教
学
の
振
興
、
身
延
山
研
究
体
制
の
充
実
の

資
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

例
同
窓
会
本
部
役
員
会
の
開
催

日
時
…
昭
和
五
十
五
年
九
月
十
日
、
場
所
…
身
延
山
短
期
大
学
会
議
室

出
席
者
…
灘
上
恵
教
、
林
是
幹
、
里
見
泰
穏
、
池
上
要
師
、
岩
田
日
成

深
沢
義
雅
、
大
石
要
英
、
長
谷
川
寛
慶
、
池
原
錬
昌
、
望
月
崩
悦
、
上

田
本
昌
、
町
田
是
正
の
各
氏
。

決
議
事
項
…
①
学
園
図
醤
館
の
建
設
に
迩
進
す
る
こ
と
。
②
宗
祖
七
百

遠
忌
の
意
義
に
つ
い
て
、
同
窓
会
支
部
長
か
ら
建
設
的
意
見
を
徴
す
る

こ
と
。
③
同
窓
会
支
部
未
結
成
地
域
に
対
し
て
、
早
急
に
結
成
化
を
依

頼
す
る
こ
と
。

右
の
決
議
の
う
ち
、
図
書
館
建
設
（
研
究
室
と
短
大
本
部
併
設
）
の
議

は
、
学
園
当
局
に
と
っ
て
も
年
来
の
宿
願
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
教
職
員

一
同
も
そ
の
完
遂
に
向
っ
て
鋭
意
努
力
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

⑥
学
園
特
志
者
の
表
彰

本
学
教
授
会
（
一
月
十
日
）
は
．
学
園
の
研
究
体
制
の
充
実
、
教
学
振

興
に
多
大
の
寄
与
を
さ
れ
た
次
の
三
師
を
表
彰
し
永
く
そ
の
功
を
残
す

こ
と
に
し
た
。

㈲
溌
上
恵
教
師
（
横
浜
市
善
行
寺
住
職
・
本
学
園
法
人
理
事
・
学
園
同

窓
会
点
長
）

ロ
吉
田
鳳
祥
師
（
名
古
屋
市
・
真
柳
寺
前
住
・
和
身
会
食
員
）

日
中
里
悠
光
師
（
身
延
町
・
鏡
円
坊
住
職
・
本
短
期
大
学
講
師
）
…
師

父
中
里
日
応
上
人
（
当
短
期
大
学
教
授
）
の
遷
化
に
際
し
増
円
妙
道

追
福
の
資
と
し
て
金
五
拾
万
相
当
の
図
書
一
式
を
寄
贈
し
て
学
徒
の

研
究
に
寄
与
さ
れ
た
。

（
文
責
・
町
田
）

⑥
学
会
活
動
報
告

○
日
本
印
度
学
仏
教
学
会

第
三
十
一
回
学
術
大
会
は
、
七
月
十
八
日
（
金
）
・
十
九
日
（
土
）
の

両
日
、
龍
谷
大
学
深
草
学
舎
（
京
都
市
伏
見
区
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

本
学
よ
り
左
の
三
氏
が
研
究
発
表
さ
れ
た
。

中
論
の
論
理
の
一
考
察
里
見
泰
穏

智
顎
と
吉
蔵
’
五
百
由
旬
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
ｌ若
杉
見
龍

最
蓮
房
あ
て
御
書
の
一
考
察
ｌ
立
正
観
抄
に
つ
い
て
Ｉ

中
条
暁
秀

○
日
本
仏
教
学
会

昭
和
五
十
五
年
度
学
術
大
会
は
、
十
月
十
八
日
（
土
）
・
十
九
日
（
日
）

の
両
日
に
わ
た
り
、
「
仏
教
に
お
け
る
生
死
の
問
題
」
を
共
同
研
究
テ
ー

マ
と
し
て
、
大
正
大
学
（
東
京
都
豊
島
区
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
本
学
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よ
り
里
見
学
頭
が
研
究
発
表
さ
れ
た
。

日
蓮
聖
人
の
生
死
観
里
見
泰
穏

○
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会

第
三
十
三
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
は
、
十
一
月
十
四
日
（
金
）

・
十
五
日
（
土
）
の
両
日
、
日
蓮
宗
宗
務
院
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
本

学
か
ら
の
研
究
発
表
者
は
左
の
五
氏
で
あ
っ
た
。

本
尊
の
一
考
察
桑
名
貫
正

最
蓮
房
あ
て
御
書
の
検
討
ｌ
当
体
義
抄
に
つ
い
て
ｌ
中
条
暁
秀

天
台
三
大
部
と
法
華
論
若
杉
見
龍

宗
祖
身
延
入
山
に
関
す
る
一
考
察
上
田
本
昌

身
延
山
諸
堂
建
立
考
林
是
晋

（
文
責
・
中
条
）

○
田
島
義
雄
師
（
深
谷
市
円
受
院
住
職
）
篤
志

昭
和
五
十
六
年
一
月
、
田
島
師
に
は
本
学
園
書
館
に
対
し
て
金
五
拾
万

円
の
篤
志
を
寄
せ
ら
れ
た
。
宗
祖
七
百
遠
忌
正
当
年
に
際
し
、
そ
の
法

功
は
大
き
く
身
延
山
教
学
振
興
の
為
に
慶
び
と
い
た
す
所
で
す
。
甚
深

の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

◇
昭
和
五
十
五
年
度
短
大
卒
業
生
論
文
論
題

（
）
内
は
指
導
教
官
、
敬
称
略

番
号
論
題
学
生
氏
名

１
日
蓮
聖
人
の
報
恩
観
（
望
月
海
英
）
稲
葉
康
晴

２
本
宗
に
於
け
る
妙
見
信
仰
（
堀
一
勇
）
門
田
観
能

３
開
目
抄
に
つ
い
て
Ｉ
（
里
見
泰
穏
）
神
蔵
義
孝

４
日
蓮
宗
伝
道
の
変
遷
の
一
考
察
（
町
田
是
正
）
亀
井
隆
司

５
日
蓮
聖
人
の
神
祇
観
（
秋
葉
真
敬
）
菊
田
泰
孝

９
日
像
上
人
の
帝
都
開
教
と
そ
の
後
の
変
遷
（
望
月
海
英
）小
林
明

７
清
正
公
信
仰
に
つ
い
て
（
林
是
晋
）
後
藤
十
三
男

８
日
蓮
聖
人
の
霊
山
往
詣
思
想
（
中
条
暁
秀
）
権
藤
泰
応

９
日
蓮
聖
人
の
成
仏
観
（
桑
名
貫
正
）
下
田
一
成

皿
日
遠
上
人
と
徳
川
家
康
（
林
是
晋
）
末
松
貫
正

ｎ
日
蓮
聖
人
伝
の
一
考
察
（
長
谷
川
電
勝
）
清
家
静
元

廻
日
蓮
聖
人
の
成
仏
観
（
桑
名
貫
正
）
竹
本
智
経

過
宗
祖
の
法
華
経
観
（
望
月
海
淑
）
外
崎
寿
宣

皿
立
正
安
国
論
に
つ
い
て
ｌ
善
神
捨
国
の
一
考
察
Ｉ
（
上
田
本
昌
）

中
尾
隆
浄

嘔
久
遠
成
院
日
親
上
人
（
町
田
是
正
）
森
塚
龍
昭

躯
日
蓮
聖
人
の
上
行
自
覚
（
中
条
暁
秀
）
安
川
龍
篤

Ⅳ
波
木
井
實
長
公
に
つ
い
て
（
中
里
悠
光
）
吉
村
明
悦
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岨
宗
祖
の
信
行
論
に
つ
い
て
（
奥
野
本
洋
）
吉
本
泰
三

四
日
蓮
聖
人
の
孝
養
観
（
若
杉
見
龍
）
渡
賢
治

勿
冠
鐺
日
親
上
人
（
中
里
悠
光
）
清
水
正
樹

皿
関
東
三
植
林
と
植
林
の
組
織
（
長
谷
川
寛
勝
）
渡
辺
和
秀

塑
題
目
論
（
若
杉
見
龍
）
和
田
昌
秀

認
日
蓮
聖
人
の
布
教
に
つ
い
て
ｌ
特
に
鎌
倉
を
中
心
に
し
て
ｌ

（
上
田
本
昌
）
郷
政
日
出

塑
八
品
門
流
・
本
門
法
華
宗
史
’
八
品
門
流
の
形
成
１
（
林
是
幹
）

阿
南
重
信

溺
弘
教
の
三
執
に
関
す
る
一
考
察
（
長
谷
川
義
浩
）
水
野
治
男

（
作
・
奥
野
）

本
記
念
号
執
筆
者
紹
介

望
月
日
滋
身
延
山
第
八
十
八
世
・
本
学
盈
長

竹
下
日
康
身
延
山
総
務
・
本
学
園
理
事
長

林
是
幹
本
学
教
授
（
日
蓮
宗
史
）

浅
井
円
道
立
正
大
学
教
授
・
文
学
博
士

川
添
昭
二
九
州
大
学
教
授
・
文
学
博
士

河
村
孝
照
東
洋
大
学
教
授
・
文
学
博
士

望
月
海
淑
本
学
教
授
（
仏
教
学
）

若
杉
見
龍
本
学
教
授
（
天
台
学
）

上
田
本
昌
本
学
教
授
（
日
蓮
教
学
）

中
条
暁
秀
本
学
識
師
（
日
蓮
教
学
）

○
図
書
寄
贈
者
紹
介

。
身
延
山
学
園
同
窓
会
’
六
条
学
報
（
二
十
二
巻
）
密
教
研
究
（
十
八
巻
）

・
吉
田
鳳
祥
師
ｌ
日
本
人
物
文
献
目
録
他
三
冊
。

。
竹
岡
智
宣
師
ｌ
再
版
身
延
山
御
霞
類
聚
。

。
菅
原
瑞
明
師
ｌ
歴
代
天
皇
御
肖
像
謹
画
集
。

。
児
島
錬
戒
師
ｌ
徳
島
県
百
科
事
典
他
十
六
冊
。

。
松
下
日
孝
師
ｌ
葬
儀
法
要
戒
名
仏
壇
お
墓
の
話
。

・
長
沢
順
諭
師
ｌ
鵜
飼
山
遠
妙
寺
史
。

。
灘
上
恵
教
師
１
日
蓮
聖
人
の
歩
ま
れ
た
道
二
冊
。

。
木
村
日
愛
師
ｌ
活
け
る
法
華
経
他
二
十
四
冊
。

望里村大北町桐高林中奥桑

月見野森沢田谷橘 里野名

海泰宣 光是四尭是悠本貫

正
本
学
講
師
（
日
蓮
教
学
）

洋
本
学
講
師
（
天
台
学
）

光
本
学
講
師
（
法
学
）

晋
本
学
講
師
（
日
蓮
宗
史
）

昭
本
学
教
授
（
哲
学
）

郎
山
梨
大
学
教
授
（
英
文
学
）

正
本
学
教
授
（
歴
史
学
）

昭
本
学
々
会
員
（
日
蓮
教
学
）

孝
本
学
教
授
（
英
語
学
）

忠
前
立
正
大
学
教
授
・
ハ
ワ
イ
開
教
司
監

穏
本
学
々
頭
（
仏
教
学
）

英
本
学
講
師
（
仏
教
学
）
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